
要
承
認
卵

E
U
離
脱
交
渉
は
行
き
詰
ま
る
可
能
性
か
高
い
(
メ
イ

▲
一

ト

ゞ

国
の
E
U
 
(
欧
州

連
合
)
雛
脱
問
題

に
、
新
た
な
不
透
明
要
因

が
加
わ
っ
た
。
籬
脱
規
定

を
明
記
す
る
り
ス
ボ
ン
条

約
駒
条
の
行
使
を
巡
る
、

英
壷
孫
決
の
是
非
を
問

う
司
法
審
査
で
あ
る
。
 
E

U
に
対
す
る
離
脱
の
意
思
通
告
空
U
つ
釦

耒
荏
の
権
限
を
持
つ
の
は
、
英
焚
本
か

担
当
閣
僚
(
E
U
離
脱
相
)
か
を
巡
り
、
司

法
判
断
を
求
め
る
裁
判
と
な
っ
て
い
る
。

リ
ス
ボ
ン
青
抑
条
に
は
、
「
加
盟
国
は

喜
の
手
続
き
に
従
っ
て
籬
脱
す
る
」
と

だ
け
記
述
さ
れ
て
お
り
、
明
確
な
プ
ロ
セ

ス
の
髪
は
な
い
。
焚
孫
決
が
必
要
か

否
か
は
、
各
国
の
誹
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
。
 
2
0
1
6
年
W
月
の
保
{
菟
大
会
の

演
説
で
メ
イ
霜
は
、
釦
条
荏
は
政
府

の
1
項
と
し
て
壷
孫
決
を
行
わ
な

い
穿
を
明
示
し
て
い
た
。

▼

.

.

岡
"
.

る
強
硬
離
脱
か
ら
、
筈
ア
ク
セ
ス
を
重

視
す
る
柔
軟
籬
脱
へ
傾
斜
し
た
と
判
断
。

ポ
ン
ド
は
対
ド
ル
で
一
時
急
騰
す
る
場
面

も
見
ら
れ
た
。

注
目
の
喬
裁
の
判
決
は
、
Ⅱ
年
1
月

を
電
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
も
政

府
の
誓
は
悪
い
。
高
鴛
院
で
の
政
府

側
盆
団
の
雛
脱
通
告
に
焚
孫
決
は
不

要
で
あ
る
と
い
う
論
理
展
開
に
、
十
分
な

説
得
力
が
な
か
っ
た
と
粥
さ
れ
て
い
る

か
ら
だ
。
高
鴛
院
の
判
決
結
果
が
全
員

一
致
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
需

裁
で
政
府
側
が
敗
訴
す
る
可
佐
は
極
め

て
高
い
。

政
府
が
敗
訴
す
れ
ば
、
メ
イ
籍
は
Ⅱ

年
3
月
末
ま
で
の
舶
条
荏
と
い
、
雪
初

掲
げ
た
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
を
死
{
1
る
法
案

を
謬
に
作
成
し
、
餌
け
か
ら
始
ま
る

襲
で
軍
る
見
込
み
で
あ
る
。
し
か

し
、
仮
に
英
焚
孫
決
が
必
要
に
な
っ
て

も
、
当
初
E
U
残
誤
で
あ
っ
た
下
院
議

員
の
多
く
は
、
今
で
は
離
脱
を
選
択
し
た

国
民
の
意
志
を
尊
重
す
る
と
し
て
い
る
た

め
、
下
院
で
の
承
認
は
得
ら
れ
る
公
算
が

大
き
い
。

問
題
は
、
地
1
が
進
む
英
国
に
お

い
て
、
残
留
支
持
が
多
数
を
占
め
る
ス
コ

ツ
ト
ラ
ン
ド
壷
=
な
ど
の
地
方
政
儷
本

か
ら
の
同
意
を
得
ら
れ
る
か
だ
。

英
国
で
は
、
地
姦
復
=
は
漁
業
や

農
業
な
ど
の
特
雰
野
に
お
い
て
、
独
自

に
法
兇
の
権
限
を
持
つ
。
た
だ
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
放
送
、
外
交
な
ど
の
重
点
分

.i

盟皿

野
は
英
焚
本
の
立
輪
限
と
さ
れ
る
。
英

饗
が
、
地
方
政
復
本
が
権
限
を
持
っ

分
野
で
立
法
や
法
改
正
を
石
風
口
、
慣

習
と
し
て
各
地
方
政
府
議
会
か
ら
承
認

(
同
意
)
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
り
ス
ボ
ン
条
約
釦
条
の
荏

権
限
を
持
つ
の
が
、
英
焚
本
か
担
当
相
か

と
い
、
局
題
に
加
え
て
、
地
姦
雀
=

の
同
意
を
必
要
と
す
る
か
否
か
も
問
わ
れ

る
の
だ
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
焚
本
は
釦
条

荏
に
対
し
、
呈
本
の
同
意
を
求
め
る

べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

た
だ
、
今
回
の
喬
裁
で
は
仮
に
即
条

荏
で
英
焚
お
採
決
が
必
要
と
な
っ
た

と
し
て
も
、
そ
の
法
1
は
地
護
府

焚
本
の
同
意
を
不
要
と
す
る
罫
を
示
唆

す
る
裁
判
官
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
仮
に
需
裁
の
判
決
で
地
護

復
本
の
同
意
は
不
要
で
、
下
院
承
認
の

み
が
必
要
と
な
っ
た
坐
口
、
メ
イ
籍
は

地
方
政
府
議
会
の
意
向
を
無
視
す
る
形

で
、
勗
法
畿
立
の
強
往
決
を
目
指

す
だ
ろ
、
つ
。

し
か
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
(
S

N
P
)
か
ら
の
反
発
は
必
至
で
あ
り
、
英

国
か
ら
の
独
立
の
有
無
を
問
う
2
回
目
の

住
民
投
票
へ
踏
み
切
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
英
焚
本
の
下
院
承
認
に
加
え
、
地

方
議
会
の
同
意
も
必
要
と
な
っ
た
場
△
口
、

釦
条
荏
楳
が
頓
挫
す
る
可
種
も
あ

る
。
そ
の
坐
口
、
民
意
を
問
う
形
で
俄

総
選
挙
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
樽
る
。

こ
、
暴
る
と
メ
イ
籍
が
念
頭
に
置
い

最
高
裁
も
敗
訴
が
濃
厚

■

4

子
四〆

し
か
し
、
英
高
荏
院
(
一
審
)
は
Ⅱ

月
、
釦
条
荏
に
は
英
焚
本
の
採
決
を
要

す
る
と
の
判
決
を
下
し
、
政
府
の
主
張
を

退
け
た
。
原
告
側
は
、
 
E
U
離
脱
が
選
ば

れ
た
6
月
の
国
民
投
票
の
結
果
は
法
的
拘

努
を
持
た
な
い
た
め
、
壁
孫
決
が
必

要
と
主
張
し
た
。

金
融
砥
は
こ
の
結
果
を
、
メ
イ
籍

が
主
張
す
る
厳
し
い
移
民
制
限
を
優
先
す

て
い
る
離
脱
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
も
完
全
に
潰

る
。
ま
た
、
た
と
え
釦
免
荏
の
立
法

限
英
議
会
が
持
っ
て
い
た
と
し
て

艦
脱
の
プ
ロ
セ
ス
上
で
、
漁
業
や
農

、

な
ど
方
政
儷
お
同
意
が
必
要

な
分
野
で
行
き
詰
ま
る
可
能
性
が
高
い
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
壷
=
や
北
ア
イ
ル
ラ
ン

襲
で
は
、
残
誤
が
圧
倒
的
多
数
を

゛

占
て
お
り
、
英
国
の
統
一
的
な
見
解
が

せ
ず
こ
時
閲
た
け
を
谷
す
る
こ
と
に

余
り
か
ね
な
い
。

し
ず
れ
に
せ
よ
、
英
焚
本
の
採
決
が
必

要
と
な
っ
九
坐
口
、
英
国
は
統
一
さ
れ
た

四
の
連
合
国
と
い
う
国
の
あ
牙
楳

問
わ
れ
る
奮
的
な
褒
を
迎
え
る
こ

と
と
な
る
。

イ
籍
が
描
く
E
U
離
脱
の
青
賃

が
れ
る
中
、
英
国
経
済
は
思
い
の
ほ
か

の
堅
調
さ
を
手
。
英
国
実
銀
行
(
B
O

は
Ⅱ
年
の
経
覽
通
し
と
し
て
、
ポ
ン

ト
安
が
袈
し
、
輸
入
為
の
高
騰
な
ど

こ
よ
り
イ
ン
フ
レ
が
進
む
と
見
て
い
る
。

安
は
E
U
離
脱
の
良
い
ー
と
な

て
お
り
、
副
作
用
も
あ
る
も
の
の
短
期

こ
は
番
G
D
P
 
(
国
内
総
生
産
)
成

率
の
押
し
上
げ
効
曇
生
ん
で
い
る
。

でま末
月
;
年
.

.
、
割

゛
゛
◆
承
認
不
要

た
Ⅱ
年
の
責
G
D
P
成
長
率
の
見
通
し

を
0
・
8
%
か
ら
ー
・
4
%
と
大
き
く
引

き
上
げ
た
。
ポ
ン
ド
安
で
経
済
生
産
は
予

想
を
上
回
っ
て
い
る
?
え
、
尋
の
金
融

政
策
の
ス
タ
ン
ス
が
適
切
と
の
声
も
多

く
、
 
B
O
E
の
力
ー
ニ
】
総
裁
は
次
の
政

鑒
利
の
方
程
を
ニ
ユ
ー
ト
ラ
ル
と
し

て
い
る
。
一
方
、
 
E
U
雛
脱
の
辱
は
祭
よ
り

も
遅
れ
て
表
れ
る
と
乱
し
て
お
り
、

玲

年
の
見
通
し
は
ー
・
8
%
か
ら
ー
・
5
%

に
引
き
下
げ
て
い
る
。
カ
ー
ニ
ー
総
裁
は
、

E
U
離
脱
に
ょ
り
英
国
へ
の
讐
は
大
き

く
落
ち
込
む
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
不
確

実
性
は
残
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

特
に
B
O
E
の
金
融
政
策
貫
会
(
M
P

S
 
は
、
 
E
U
離
脱
の
国
民
投
票
後
に
海

外
投
資
家
の
英
国
の
商
業
百
へ
の
投

資
意
欲
が
衰
え
て
い
る
こ
と
を
大
き
な
り

ス
ク
と
認
識
し
つ
つ
ぁ
る
。

既
に
国
民
投
票
前
か
ら
オ
フ
ィ
ス
賃
貸

律
な
ど
の
商
業
用
画
に
関
し
て
は

海
外
か
ら
の
需
要
は
急
減
し
て
い
た
が
、

国
民
投
誓
後
の
シ
ョ
ッ
ク
時
に
は
、
不

聖
フ
ァ
ン
ド
の
多
く
が
籍
さ
れ
、
資

金
引
き
揚
げ
の
動
き
が
続
い
た
。

M
P
C
は
百
得
は
更
な
る
調
整

リ
ス
ク
が
あ
る
と
し
、
予
断
を
許
さ
な
い
。

特
に
、
急
激
な
ポ
ン
ド
安
を
引
き
金
に
政

鑒
利
が
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
画

縛
急
落
と
い
、
夬
き
な
り
ス
ク
が
予
想

さ
れ
る
。

こ
こ
数
年
、
英
国
再
は
、
1
関

投
資
家
か
ら
の
資
本

流
入
に
依
存
し
て
い

た
こ
と
や
、
高
騰
が

進
み
過
大
評
価
が
指

摘
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン

百
を
考
え
る
と

そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は

計
り
知
れ
な
い
。
ま

た
そ
れ
に
伴
い
、
商

業
直
を
程
に

馨
を
受
け
て
い
た

企
業
の
信
用
が
悪
化

し
、
資
金
調
達
勞

が
急
激
に
悪
化
す
る

リ
ス
ク
も
警
戒
さ
れ

る
。
E
U
側
と
の
交
渉

が
も
つ
れ
、
駒
条
の

行
使
が
遅
れ
る
ほ

ど
、
英
国
の
重
女

定
は
遠
の
き
、
不
確

実
性
を
高
め
る
こ
と

と
な
る
。
英
国
へ
の

新
規
投
資
は
抑
制
さ

れ
、
ミ
退
も
更

に
加
速
す
る
だ
ろ

、
つ

メ
籍
は
、
釦

冬
速
や
か
に
荏

せ
ざ
る
を
得
な
い
状

態
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
と
■
白
え
る
0

圃

■■

不
確
実
性
が
投
資
を
抑
制

B
O
E
が
Ⅱ
月
に
発
表
し
た
イ
ン
フ
レ

シ
ョ
ン
報
告
書
に
ょ
る
と
、
 
3
力
旦
剛

経
覽
通
し
は
過
度
に
悲
観
的
で

つ
九
」
と
を
認
め
、
特
に
悲
観
的
だ
っ

否
決

5563
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(2016年11月3日)

政府側の
敗訴
高等法院は

50条行使には
議会承認、が

必要と判決

EUへの離脱通告を巡り予想されるシナリオ

(17年1月)

追い込まれたメイ英首相
四つの連合国体制の危

B18982斗斗3F
B2

最高裁で
判決
政府側は上訴

要
承
認

.

.

(注)地方政府議会は、スコットランド議会、北アイJレランド議会、ウェールズ議会(出所)大和縁研作成

80
甜

.

.

伺
意
必
要

・・・・・・・ヲ,・

(17年3月末まで)

メイ首相か

EU側に

リスボン条約

50条を通達

゛
゛
゛
゛

地方政府議会
こよる

50条行使

の同意

゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
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エコノミスト

(大和総研ロンドンリサーチセンター長シニアエコノミスト)

可1
決1

゛

゛
゛
゛
スコットランド独立
第2次住民投票を
求める動き本格化

すげの

菅野泰夫

曹●皿

U離
(2年後)

やすお

.
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